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重要度 行政が取り組むべき方策 丸亀市 社協・コミュニティ・民間等 具体的な取り組みの提案

情報管理と提供の仕組みづく
り Ａ

【情報管理と提供の仕組みづくり】
①コミュニティ等のマップを作成したら、行政に
提出し管理していただく。
④情報共有するときのルールを決めておく（誰
にどこまでの情報を提供するのか等）
⑤各自治会、民生委員が作成した名簿、行政
が持っている情報を民生委員に提供するなど
情報の共有が必要。
⑧条例で対応可能か調べる。

【提供情報】
一人暮らし高齢者情報
【保有情報】
避難行動要支援者名簿
障がい者情報
要介護認定情報
生活保護者情報
【仕組み】
認知症SOSネットワーク

【情報提供】
一人暮らし高齢者実態調査
避難行動要支援者名簿（同意分のみ）
【仕組み】
・ほっとメール配信

・情報について具体的なルールを決める
・坂出ほっとふれんず参照
認知症カフェ一覧をまとめＨＰへ（冊子あ
ればなおよい）
・坂出市まいまいこ高齢者おかえり支援事
業参照
・コミュニティごとに、自治会長、福祉協力
員など地域の方々が集まる合同勉強会を
行なう
・一人暮らし高齢者に同意をいただく

情報管理と提供の仕組みづく
り Ｃ

【情報管理と提供の仕組みづくり】
③市の方で把握している情報は可能な限り情
報提供をする。
⑦高齢者について「情報」の支援の必要になっ
た人だけでなく元気な高齢者にもいつ必要にな
るか分からないので早めに連絡先が必要。
⑨市民が個人情報に敏感になっている。民生
委員に対する情報提供に対しても、高齢者から
苦情が来ることが時々ある。本人の同意が無
い状態で地域への情報提供は難しいため、市
の担当課がきちんと情報を管理し、必要に応じ
て、直ぐ対応できるようにしておく事が必要であ
る。
⑪行政各部課が持つ個人情報の一括管理体
制の構築。
⑫情報管理の徹底と臨機応変な情報提供の仕
組みづくり。

・市の各課の情報を一元化し、その情報を
元に必要な人をピックアップ出来るような
フィルターがかけれるようにする
・行政内部での一元管理窓口の決定
・高齢者世帯の情報把握できる体制づくり

重要度 行政が取り組むべき方策 丸亀市 社協・コミュニティ・民間等 具体的な取り組みの提案

自治会加入の促進① Ａ

【自治会加入の促進】
①自治会を作るように各地域に呼びかけする。
（あまりお金をとらずに加入できる。）

【広報・啓発】
・市窓口で加入案内のチラシ配布
・市指定ゴミ袋に加入のフレーズを印刷
・市広報に自治会加入や設立についての
説明記事掲載

コミュニティ会長・連合自治会長プロジェク
ト会議で自治会加入促進の効果的な手法
を検討中

・全市を挙げた「あいさつ運動」の実施
・自治会加入に特典を考えて促進する

地域交流の場づくり Ｃ１

【地域の交流の場づくり】
②若い世帯の人達も地域との交流が持てるイ
ベント等を行う。
③交流は不足していると思う。老人会他の団体
等に助成金を出して行事を今以上行ってもら
う。

・元気いっぱい！長生き体操
・にじいろカフェ
・空家の利用活用等リノベーションまちづく
りの推進
・地区組織の育成

・コミュニティまつり・運動会
・コミュニティカフェ
・ふれあいいきいきサロン

・イベント体系化と年間イベントカレンダーの作
成（丸亀市で行なわれる全てのイベント）
・輝き食堂の営業（火・土）
・シルバー事務所で新鮮野菜・果物等の販売
・子どもと交流（世代間交流）出来る場づくり
（ふれあいいきいきサロンと子育てサークルの
同時開催）

自治会加入の促進② Ｃ２

【自治会加入の促進】
④地域を支える組織は自治会であり加入率の
低下は全国的な問題である。国・県は市が行う
自治会加入促進の施策に対し補助金等を交付
し支援すべきと考える。

【自治会への補助等】
・自治会設立補助金
・自治会育成費補助金
・自治会集会場等整備事業補助金
・自治会法人化促進事業補助金
・自治会長手当
・自治会が設置する防犯灯の電気代を市
が負担

・「自治会のしおり」の見直し（字が多く、分
かりづらい）
・活動のための一定額の自己負担の検討

「生活支援：情報」

「生活支援：地域関係」
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コミュニティバスの利用促進 ＡとＣの間

【コミュニティバスの利用促進】
④移動に困っている人の調査をしてコミュニ
ティバス等の整備をする。
⑦コミュニティバスの乗降方法（停留所以外）を
検討する。

・コミュニティバスの路線検討 ・画一的ではなく、不便な地域への路線拡
大を重点的に行なう
・利用者が多い時間帯を調べて整備する
・路線の検討・路線上乗り降り自由等も含
めて考える

助成チケットの充実 Ｃ１

【助成チケットの充実】
②通院時などのタクシー利用に対する交通費
の補助やチケットの配布をして欲しい。
③タクシー利用の割引制度があれば助かるの
では。

・福祉タクシー助成等
・コミュニティバス半額（免許返納者）

・免許返納者特典をつくる

デマンドタクシーの開発 Ｃ２

【デマンドタクシー（新しい仕組み）の開発】
①市が出来るのであれば呼びかけ、施設や病
院から出発し、何名か乗せてタクシーをチャー
ターするようなことでぐるっとタクシーが可能に
なる。
⑧デマンドタクシーが望ましいと思うが財源的
に課題が多い。コミュニティバスの充実も限界
がある。国・県による財政的支援の充実が必須
ではないか。
⑨市がタクシー会社に依頼

・坂出市デマンド型乗り合いタクシー参照
・民間ケアレボリューション
・コミュニティ・自治会等で車両を保有して
送迎を行なう（利用者は運行経費・実費負
担維持時管理費をコミュニティが負担・行
政も補助も）

重要度 行政が取り組むべき方策 丸亀市 社協・コミュニティ・民間等 具体的な取り組みの提案

サービスの仕組みづくり ＡとCの間

【サービス利用のための周知啓発】
③仕組み作りをするのにはまずは住民への説
明、納得が必要なので意見交換等をひらく活動
をする。
④介護保険ではカバーしきれない、買物・ゴミ
出し等はシルバー人材センターでもしている。
チラシ等を窓口においていただいて困っている
方に周知していただければと思います。
⑤ふれあいごみ収集サービスを広く周知する。
⑥シルバー人材センターで季節の野菜・果物、
毎週火曜日には食品の販売をしている。近くの
高齢者の方が買い物に来ている。

・生活支援体制整備事業の促進 【社協】
たすけあいサービス事業
配食サービス
【民間業者】
シルバー人材センター
NPOおたすけネットワーククラブ
おたがいさま中讃
ウィズイング
ベストパートナーズ
アーチ宅食便思いやり訪問

・坂出市社協さかいでふれあいサービス
参照
・坂出市社協地域の活動参照
・民間業者を一覧をＨＰへ
・各コミュニティ単位での定期的な勉強会
を行なう
・買い物、ゴミ出し等家事支援
・シルバー事務所で野菜、果物等販売
・介護保険外のサービスについてはケア
マネが情報発信をし活用する
・民間業者のPR拡大（広くPRすることで担
い手づくりにつなげる）

補助金の仕組み Ｄ

【補助金の仕組み】
⑧飯山地区の助け合いの仕組みを広めるに
は、補助金等の支援が不可欠。コミュニティだ
けでは限界が見えている。NPOなど新たな担い
手の育成が必要。
⑩金銭的援助の仕組み。（使途目的が自由な
補助金）
⑪行政各部課からそれぞれではなく、包括的な
考え方に基づく一括交付金の仕組み。

・赤い羽根募金
（コミュニティや地域福祉を推進する団体
のための活動助成）

・「地域支援補助金」などの縦割りではな
い、一括交付金の仕組みづくり

「生活支援：移動」

「生活支援：仕組みづくり」
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新しい居場所づくり A

【新しい居場所づくり】
①大きな施設へお願いしてもらう。
⑥老人会でもおしゃべりをする所を作りたいが
場所が見当たらない。今シャッターを開ける会
があるので相談してもらいたい。
⑩各コミュニティにお願いする。（契約）

・元気いっぱい！長生き体操
・にじいろカフェ
・空家の利用活用等リノベーションまちづく
りの推進

・コミュニティカフェ（岡田・郡家）
・高齢者等居場所づくり
・ふれあいいきいきサロン

・民間の高齢者見守りサービス参照
（ネット上たくさんあり）
・固定資産免除制度
・空家対策の状況確認
・いきいきサロン（外浜自治会）の方を対象に
シルバー主催の会を計画
・空家等を活用し居場所を作る
・勧誘のための一日体験サロンの実施
・地区内のサロン間での情報交換で更なる活
動の充実

補助金の仕組み Ｄ

【補助金の仕組み】
②電気料金等の負担
③活動する資金の提供
④予算の確保
⑤子ども食堂への補助・支援
⑦コミュニティが取り組んでいるカフェや、いき
いきサロンなどへの補助金を交付することで活
動を支える。
⑨空家などの活用促進と活用にあたっての使
用料（固定資産）などの軽減または無償化。

・まちづくり補助金 ・赤い羽根募金
（コミュニティや地域福祉を推進する団体
のための活動助成）

・高松市高齢者居場所づくり事業参照
・「地域支援補助金」などの縦割りではな
い、一括交付金の仕組みづくり
・スポンサーになってもらえる業者をさが
す

「生活支援：居場所づくり」


